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教会数　　123 ヶ所

布教所数　109 ヶ所

よふぼく数　3344 人

       （R181.8 月末現在）

「
婦
人
会
員　

決
起
の
集
い
」
始
ま
る

　

来
年
、
創
立
110
周
年
を
迎
え
る
婦
人
会
。「
創

立
110
周
年
を
目
指
し
て
、
一
人
が
二
人
の
会

員
を
ご
守
護
頂
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
お
り
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
婦
人
会
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
活
動
方

針
を
実
行
し
、
実
の
よ
う
ぼ
く
に
育
つ
こ
と
を
目
的
に
、
5

月
1
日
か
ら
「
婦
人
会
員
決
起
の
集
い
」
の
開
催
が
始
ま
っ
た
。

　

福
島
教
区
（
平
澤
栄
美
主
任
）
で
は
5
月
18
日
（
土
）
、
猪

苗
代
町
の
磐
湖
分
教
会
で
「
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
102
名
の

婦
人
会
員
が
参
加
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
ビ
デ
オ
「
陽
気
ぐ
ら
し
へ
の
道　

教
祖
に
導
か
れ
て
」
が
上
映
さ
れ
、
婦
人
会
の
歩
み
、
役
割

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
宇
野
洋
江
・
本
部
講
師
の
講
話
、

高
橋
睦
美
さ
ん
（
若
会
）
、
本
多
公
子
さ
ん
（
猪
苗
代
）
2
名

の
感
話
と
続
き
、
ビ
デ
オ
「
さ
あ
楽
し
み
の
道
へ
」
で
、
日
々
、

陽
気
ぐ
ら
し
の
実
践
を
心
掛
け
る
会
員
の
姿
を
目
に
し
た
。

最
後
に
、
創
立
110
周
年
に
向
け
て
実
動
を
誓
い
、
参
加
者
全

員
で
お
つ
と
め
を
つ
と
め
て
閉
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
た
こ
と
を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
、
来
年

の
総
会
を
迎
え
よ
う
と
誓
っ
た
。

　

ま
た
、
6
月
30
日
に
は
、
福
島
教
務
支
庁
で
2
回
目
の
「
決

起
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
120
名
が
参
加
し
た
。
抽
冬
悦
子
・

本
部
講
師
が
講
話
、
大
江
ゆ
か
り
さ
ん
（
福
山
一
）
、
小
野
扶

美
子
さ
ん
（
小
名
濱
）
の
2
名
が
感
話
を
行
っ
た
。

　

次
回
は
８
月
31
日
に
福
島
教
務
支
庁
で
、
4
回
目
は
9
月

14
日
に
磐
城
平
大
教
会
で
開
催
さ
れ
る
。
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◎福島教区管内ひのきしん会場◎

福島 特別養護老人ホーム「ファミーユ」 除草、清掃  60 名
安達 霞ヶ城公園 除草、清掃  37 名

蛇の鼻遊楽園 除草、清掃  13 名

郡山 猪苗代湖舟津浜 除草、清掃  48 名

田村 三春町内 ゴミ拾い  25 名

耶麻 川桁・熊野神社境内 除草、清掃  14 名
喜多方市・桜ヶ丘公園 除草、清掃  23 名
坂下・台ノ宮児童公園  除草、清掃    8 名
猪苗代・亀ヶ城址公園 除草、清掃  16 名

会津 会津若松市少年の家 除草、清掃  55 名
本郷山墓地公園 除草、清掃  10 名
会陽分教会周辺 除草、清掃   4 名
南会津町永田地区 町行事協力   2 名

いわき いわき市こども元気センター 除草、清掃  25 名
松ヶ岡公園 除草、清掃 102 名

相双 北泉海岸、浪江町公園、ＪＲ新地駅 除草、清掃  24 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布教部報告分

全教一斉　ひのきしんデー

福島支部　特別養護老人ホーム「ファミーユ」 郡山支部　猪苗代湖舟津浜

いわき支部　松ヶ岡公園 会津支部　会津若松市「少年の家」
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天
理
教
災
害
救
援
ひ
の

き
し
ん
隊
福
島
教
区
隊
（
生

江
一
行
隊
長
）
は
、
５
月

29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日
間
、
秋
田
県

男
鹿
市
で
行
わ
れ
た
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
訓
練
に
21
名
が
参
加
し
た
。
早
朝
５

時
、
福
島
教
務
支
庁
を
出
発
し
、
道
中
は

大
雨
で
あ
っ
た
が
、
秋
田
県
に
入
る
頃
か

ら
雨
が
止
み
、
宿
営
地
の
な
ま
は
げ
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
到
着
次
第
、
す
ぐ
テ
ン

ト
設
営
に
取
り
か
か
っ
た
。

結
隊
式
で
は
中
田
善
亮
表
統
領
先
生
か

ら
、
「
災
救
隊
は
災
害
救
援
の
活
動
だ
け
で

な
く
、
ひ
の
き
し
ん
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、

笑
顔
を
表
に
現
す
こ
と
は
な
く
と
も
、
た

す
け
一
条
の
よ
ろ
こ
び
を
胸
に
お
つ
と
め

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
い
た
。
他
に
国
会
議
員
や
男
鹿
市
長
の

災救隊

来
賓
あ
い
さ
つ
も
あ
っ
た
。

作
業
現
場
は
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
入
道
崎
で
、
美
し
い
景
勝
地
だ
が
、

流
木
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
な
ど
が
漂

着
し
て
お
り
、
景
観
を
害
し
て
い
た
。
初

日
の
午
後
、
2
日
目
は
終
日
、
3
日
目
の

午
前
中
、
こ
の
300
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
入

道
崎
の
漂
着
ゴ
ミ
を
集
め
、
30
メ
ー
ト
ル

の
崖
上
に
上
げ
、
ゴ
ミ
運
搬
す
る
作
業
を

行
っ
た
。
予
定
で
は
流
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
で
細
か
く
切
っ
て
い
く
作
業
だ
っ
た
が
、

地
元
の
方
々
が
先
に
流
木
を
ま
と
め
て
い

た
た
め
、
問
題
と
さ
れ
て
い
た
ゴ
ミ
収
集

の
作
業
に
切
り
替
わ
っ
た
。

解
隊
式
で
は
男
鹿
副
市
長
か
ら
「
本
当

に
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
毎
年

来
て
い
た
だ
き
た
い
く
ら
い
で
す
。
」
と
御

礼
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

帰
り
道
は
ま
た
雨
で
あ
っ
た
が
、
福
島

教
区
隊
員
全
員
事
故
怪
我
な
く
、
結
構
に

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
事
に
喜
び
の

心
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。　

（
Ｍ
・
Ｓ
）

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
に
21
名
参
加
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教区祭
　

４
月
２
日
、
「
教
区
祭
」

合
わ
せ
て
「
天
理
時
報
普
及

推
進
大
会
」
が
教
務
支
庁
に

於
い
て
執
行
さ
れ
、
管
内
教

会
長
を
始
め
、
教
信
者
の
方
々
、
約
140
名

が
参
加
し
た
。

　

よ
う
ぼ
く
の
成
人
を
促
す
上
か
ら
、
『
天

理
時
報
』
の
普
及
活
用
と
手
配
り
活
動
に

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
呼
び

か
け
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
各
教
区
で

「
天
理
時
報
普
及
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

福
島
教
区
で
は
、
「
1
教
会
当
た
り
3
部

の
増
部
」
と
の
打
ち
出
し
を
う
け
、
ま
ず

は
「
1
教
会
最
低
1
部
の
増
部
」
を
目
標

に
掲
げ
、
社
友
、
布
教
部
が
各
支
部
を
巡

回
す
る
な
ど
し
て
声
掛
け
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
解
約
、
更
新
漏
れ
を
防
ご
う
と
、

個
人
で
購
読
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
に
教

会
か
ら
積
極
的
に
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
力
を
入
れ
て
き

た
。

　

ま
ず
、
平
澤
教
区
長
が
、
思
い
を
込
め

て
力
強
く
祭
文
を
奏
上
。
そ
の
後
、
８
交

替
で
十
二
下
り
の
お
つ
と
め
が
、
一
人
ひ

と
り
真
実
を
こ
め
て
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
天
理
時
報
の
購
読
促
進
と
手

「
天
理
時
報
普
及
推
進
大
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
わ
せ
て
開
催
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教区
総出ひのきしん

　

５
月
20
日
（
月
）
、
教
務

支
庁
で
恒
例
の
「
教
区
総

出
ひ
の
き
し
ん
」
が
実
施

さ
れ
、
42
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
平
澤
勇
一
・

教
区
長
が
挨
拶
を
し
、
続

い
て
、
荒
井
忠
弘
主
事
が

作
業
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
建
物
周
り
の
除
草
と
建
物
内

の
窓
拭
き
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
行

っ
た
。

少年会

　

少
年
会
（
近
藤
直
光
団
長
）

で
は
、
教
区
祭
に
合
わ
せ
て
「
お

や
さ
ま
ご
誕
生
春
ま
つ
り
」
を
開
催
。
教
区

祭
で
学
生
会
と
と
も
に
「
よ
ろ
づ
よ
八
首
」

を
つ
と
め
た
後
、
時
折
、
雪
が
舞
い
降
る
中
、

教
区
支
庁
近
く
の
新
浜
公
園
で
ゴ
ミ
拾
い
ひ

の
き
し
ん
を
行
っ
た
。
最
後
に
、
教
祖
に
バ

ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
お
供
え
し
、
お
祝
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
。

「
お
や
さ
ま
ご
誕
生

　

春
ま
つ
り
」
を
開
催

配
り
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、

引
き
続
き
、
松
村
登
美
和
先
生
（
本
部

布
教
部
次
長
）
が
講
話
に
立
た
れ
た
。

松
村
先
生
は
、
自
教
会
の
の
例
を
交
え

な
が
ら
、
『
天
理
時
報
』
が
お
ぢ
ば
と
購

読
者
を
つ
な
い
で
く
れ
る
と
い
っ
た
時

報
の
役
割
や
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
作
ら
れ
、
地
域
活
動
活
発
化
の
一

助
と
な
る
と
い
っ
た
手
配
り
の
意
義
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
教
区
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
、

任
期
交
代
に
よ
る
新

役
職
者
の
紹
介
を
さ

れ
た
後
、
参
加
者
全

員
で
「
親
神
様
の
守

護
」
を
歌
っ
て
解
散

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
当
日
、
福

島
教
区
道
友
社
（
関

本
啓
代
表
社
友
）
で

は
『
天
理
時
報
』
の

購
読
受
付
の
場
を
設

け
、
新
規
で
6
部
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
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婦人会

開
催
し
、
102
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
平
澤
教
区
主
任
を
芯
に

お
つ
と
め
を
つ
と
め
、
十
二
下
り
は
、
全

員
で
総
立
ち
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
会
務
報
告
を
渡
辺
ゆ
み
・

福
島
支
部
主
任
が
、
続
い
て
平
澤
教
区
主

任
が
婦
人
会
本
部
祝
辞
の
代
読
と
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
期
つ
と
め
る

こ
と
に
な
っ
た
婦
人
会
委
員
と
支
部
主
任

を
紹
介
し
ま
し
た
。
教
区
長
先
生
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
「
誓
い
の
言
葉
」
を
会

員
を
代
表
し
て
間
宮
三
千
代
・
会
津
支
部

主
任
し
ま
し
た
。

福
島
教
区
「
婦
人
会
総
会
」
開
催

　

昼
食
後
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
日
帝
分
教
会
長
で
あ
り
弁
護
士
（
ひ

び
き
綜
合
法
律
事
務
所
）
で
あ
る
羽
成
守

先
生
で
し
た
。
大
変
お
忙
し
い
中
来
て
下

さ
り
、
弁
護
士
の
仕
事
を
通
し
て
の
体
験

や
お
た
す
け
の
話
を
し
て
下
さ
れ
、
ど
う

し
た
ら
楽
し
く
信
仰
し
、
み
ん
な
が
豊
か

で
幸
福
に
な
れ
る
か
伝
え
て
下
さ
り
、
大

変
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｙ
・
Ｗ
）

　

福
島
教
区
婦
人
会
（
平
澤

栄
美
主
任
）
で
は
、
６
月
３
日
、

教
務
支
庁
で
「
立
教
182
年
度

福
島
教
区
婦
人
会
総
会
」
を

講師：羽成　守先生

誓いの言葉を述べる間宮三千代・会津支部主任

おつとめの様子
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道の教職員
の集い

「
き
ょ
う
い
く
講
演
会
」
開
催

　

福
島
教
区
道
の
教
職
員
の
集

い
（
古
川
善
一
代
表
世
話
人
）

で
は
、
６
月
23
日
、
い
わ
き
市

の
労
働
福
祉
会
館
に
お
い
て

「
き
ょ
う
い
く
講
演
会
」
を
開
催
。
17
名
が

参
加
し
た
。
今
回
は
「
地
域
に
お
け
る
教
育
」

に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
梅
田
正
之
先
生

（
天
理
教
校
学
園
高
校
教
諭
・
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
木

綿
庵
代
表
）
に
講
師
を
お
願
い
し
た
。

　

梅
田
先
生
は
ま
ず
、
ひ
き
こ
も
り
の
高

齢
化
と
そ
れ
を
世
話
す
る
親
の
高
齢
化
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
し
、

ひ
き
こ
も
り
は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
、
支
援
の
重

要
性
を
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
奈
良
県
で

は
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
て
い

る
。
支
援
対
象
者
と
の
相
性
も
あ
る
の
で
、

様
々
な
支
援
の
様
態
と
手
を
取
り
合
う
こ

と
も
大
切
。
」
「
犯
人
探
し
は
し
な
い
。
解

決
に
な
ら
な
い
。
被
支
援
者
あ
る
い
は
そ

の
家
族
が
関
係
を
切
っ
て
し
ま
う
。
」
「
ひ

き
こ
も
り
の
方
の
家
族
の
固
ま
っ
た
関
係

の
中
に
第
三
者
が
加
わ
る
だ
け
で
雰
囲
気

が
変
わ
っ
て
い
く
。
ま
ず
親
、
家
族
に
元

気
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
。
」
と
支

援
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
た
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
も
持
た
れ
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
等
に
も
答
え
て
い
た

だ
い
た
。

　

な
お
、
午
前
中
に
は
道
の
教
職
員
の
集

い
の
今
年
度
の
総
会
も
同
所
で
開
催
さ
れ
、

6
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。　

（
Ｚ
・
Ｆ
）

青年会

「
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　

開
催

　

青
年
会
（
牛
坂
直
之
委
員

長
）
で
は
、
６
月
～
８
月
を

「
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
」
開
催
月

と
し
、
６
月
23
日
に
は
い
わ
き
支
部
で
開

催
さ
れ
た
。
な
お
6
月
30
日
の
耶
麻
・
会

津
支
部
合
同
は
雨
天
中
止
と
な
っ
た
。
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少年ひのきしん隊本部練成会

　【日時】   7 月 29 日（月）～ 8月 6日（火）

　【対象】　わかぎ（中学生）で教区団育成会

　　　　　長が推薦する者。特に教会長子弟

　　　　　の率先参加を望む

　【費用】　25,000 円（支部助成を含む）

おやこキャンプ練成会

　【日時】   8 月 18 日（日）～ 19 日（月）

　【会場】　国立磐梯青少年交流の家

　【費用】　500 円

　【内容】　野外炊飯・お楽しみ行事、など

成人塾

　【日時】　8月 16 日（金）～ 17 日（土）

　【対象】　小中学生

　【会場】　福島教務支庁

　【費用】　300 円

第 62 回道の教職員　夏の集い

　【日時】8月 7日（水）～ 8日（木）

　【会場】天理小学校・天理教校学園・他

　【内容】 特別講演（講師・永尾教昭本部員）

 　教育講演（講師・杉江健二氏）

　　　　 分科会、グループトークなど

　【参加費】　7,500 円（全日程）

まなびば

　【日時】　8月 18 日（日）～ 19 日（月）

　【対象】　高校生

　【会場】　国立磐梯青少年交流の家

　【費用】　500 円

　【内容】　グループワーク、おつとめ練習、

　　　　　お楽しみ行事、等

・・・・・・・・・・おぢばでの行事・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・福島教区内の行事・・・・・・・・・・

天理教基礎講座 （福島会場）

　【日時】　7月 14 日（日）午後 1時 30 分～

　【会場】　福島テルサ（福島市）

　【講師】　西村和久先生

　　　　　　　　（本部講師・一筋分教会長）

　【日時】　9月 15 日（日）午後 1時 30 分～

　【会場】　喜多方プラザ文化センター

　　　　　　　　　　　　　（喜多方市）

　【講師】　中村五十美先生（新潟教区講師 )

　【日時】　11 月 17 日（日）午後 1時 30 分～

　【会場】　二本松市市民交流センター

　　　　　　　　　　　　　　（二本松市）

　【講師】　白熊繁一先生 (東京教区講師 )

  【受講御供】　500 円

福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

・・・・・・・・・・東北ブロックの行事・・・・・・・・・・

Ｗｏｒｋ＆Ｔａｌｋ　2019　in　山形

　【日時】   8 月 29 日（木）～ 8月 30 日（金）

　【対象】　大学生、大学院生、短大生、

　　　　　専門学校生

　【会場】　山形県舟形若あゆ温泉 あゆっこ村

　【費用】　2,000 円


